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車いす対応座席（次ページの配置図で「Ｈ」と標記） 

５号車の１番Ｄ席（四国内で石鎚山側）が車いすからの乗り移りに便利なよう肘掛けを

跳ね上げることができる構造になっていて車いす固定用の設備もありますが、自由席の

ため混雑時には利用できない可能性があります。 

多目的室（次ページの配置図で「Ｍ」と標記） 

５号車の松山寄り（四国内で瀬戸内海側）に設置されていますが、改良型ハンドル式電

動車いすには対応していません。 

車いす対応トイレ（次ページの配置図で「Ｗ」と標記） 

５号車の松山寄りに設置されていますが、ベビーベッド（おむつ交換台）、ベビーチェア、

オストメイト用設備などを併設した多機能タイプではありません。 

洗面所 

５号車の松山寄りに設置されていますが、洗面台の下部には車いす用の蹴り込み空間が

無いため、車いす対応構造と言えるかどうかは微妙です。 

公衆電話 

以前は１号車の高松・岡山寄りと８号車の松山寄りの２ヶ所に車いす対応構造ではない

物が設置されていましたが、現在は撤去されています。 

飲料自動販売機（次ページの配置図で「ｖ」と標記） 

１号車の高松・岡山寄りと８号車の松山寄りの２ヶ所に設置されていますが、いずれも

車いす対応構造ではありません。 

受動喫煙の発生状況 

２０１１年３月１２日から全車禁煙です。 

 

乗車・調査の実施記録 

２００８年１月５日（土曜日）岡山９時２２分発「しおかぜ５号」（８両編成） 

車両番号・４号車＝８４０６（Ｓ６＋Ｌ６編成、１９９３年・日立製。車いす対応設備

設置などのリニューアル改造の履歴は未確認） 

＊調査当時は車両の向きが現在と逆でしたが、次ページの車内設備配置図では２０１５

年３月１４日現在の状況を記載しています。 
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ＪＲ四国８０００系「しおかぜ・いしづち」の車内設備の配置図 

＊「しおかぜ」は主に１～５号車、「いしづち」は主に６～８号車で運転します。 

ただし多客期には８両すべてを「しおかぜ」として運転します。 

７号車は連結しない列車があります。 

 

←松山                            （しおかぜ）                            岡山→ 
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凡例 

指＝普通車指定席    自＝普通車自由席    Ｇ＝グリーン車 

Ｈ＝車いす対応座席                      Ｍ＝多目的室 

Ｗ＝車いす非対応トイレ（ベビーベッド無） 

ｖ＝飲料自動販売機（車いす非対応） 

 

細字＝受動喫煙が発生していない清浄な空気の禁煙車 

 

 

 

 

 

ＪＲ四国８０００系  
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ＪＲ四国８０００系の車いす対応座席 ＪＲ四国８０００系の多目的室 

「ご利用の方は車掌にご連絡ください」 

としか書かれておらず、乗客にはここが 

多目的室であることがわかりにくい。 

調査当時はデッキが喫煙可とされていた 

  

  
ＪＲ四国８０００系の車いす対応トイレ ＪＲ四国８０００系の洗面所 

（トイレの中から撮影） 
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ＪＲ四国８０００系の携帯電話撤去跡 ＪＲ四国８０００系の飲料自動販売機 

 


